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「次世代型林業サプライチェーンの最前線」

木材高度加工研究所から
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木材資源の理想的な循環系の確立で、人類の未来に貢献

国内の大学機関に属する研究機関として、｢木材｣を冠する唯一の研究所。木質資源
の理想的な循環系の確立を目指して、木材の基礎物性・加工・利用に関する研究と
技術開発をおこなうとともに、高い技術力を備えた人材を育成するため、大学院教
育にも取り組んでいます。

（秋田県立大学 大学案内2021 ｢さあ今､“成長のトビラ”を叩け!! PASSION｣より）

秋田県立大学附置研究所

木材高度加工研究所



原木の共同仕入れと製材品の輸出を計画
秋田県木連の総会

秋田県立大学木材高度加工研究所（木高研）の運
営・研究について、有識者より助言を得て、今後の
取組に反映させることを目的とする協議会を開催し
ました。
例年、木材高度加工研究所を会場に開催してきま

したが、本年度は新型コロナウィルス感染症の影響
を受け、初めて書面送付方式により開催しました。
林業、建築、木材加工・利用、行政の各分野の有

識者と本学学部長の８名の委員に5月に資料を送付し、
提出いただいた意見と質問には7月末までに木高研が
お答えする形で行っています。
例年の対面開催では時間に制約があり、多くの意

見・質問をお受けすることが難しかったのですが、
今回は多数の意見・質問をいただきました。
その一部ですが、ここにご紹介させていただきま

す。
なお、木高研からの回答は現在作成中のため割愛

させていただきます。
○

【組織・教職員等について】
・木高研の目的達成には(公財)秋田県木材加工推進
機構との連携が重要と考えるので、連絡調整会議等
で活発な討議を行い、目的達成に向けた取り組みを
進めてもらいたい。
・研究所の組織を３グループ（木質基礎機能、木質
材料科学、木質資源利用）から、１グループ（木質
科学）に統合した考えを教えてもらいたい。

○
【主な研究成果とこれまでの活動状況について】
・資料によると県外企業との研究も活発に実施して
いることが推察される。県内企業との研究成果を中
心に資料へ記載することも当然だが、そこに留まら
ない技術移転を行っているのであれば、県外企業等
への技術移転数を示すような成果資料があってもい
いと思う。
・少数の研究者でこれだけ多くの研究項目に取り組
んでいることにいつも感心させられる。今以上に研
究内容の公表に積極的に取り組んでもらいたい。

○
【令和２年度の主な研究計画について】
・人口減少が進む中、秋田県は豊富な森林資源を有
しており、この資源の循環利用を通じて、地方創生
を実現することが求められている。住宅分野をベー
スとしながらも、非住宅分野に向けた木質耐火部材
の開発や空間が大規模な畜舎等への一般流通材の使
用、土木分野など新たな分野での利用について、木
高研との協力体制はこれまで以上に重要と考えてお
り、秋田発の研究成果と還元に大いに期待している。

木高研では、いただいたこれらの意見や助言を参
考に、より木材産業界の振興と発展につながる研究
や取組を進めてまいります。
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令和２年度
木材高度加工研究所の運営協議会

令和２年度 あきた木造建築塾（第１回目）
を開催しました。

秋田県木材産業協同組合連合会(秋田県木連)の令和
2年度通常総会が5月28日に秋田市のホテルで開かれま
した。
新年度の事業計画を策定するに当たっては､｢木材産

業は昨年10月の消費増税実施による需要減から回復で
きないうちに、新型コロナウイルス感染症の影響がさ
らに深刻化しており、一段と厳しい状況となることが
予測される｣という認識に立っています。
そうした中､今年度も製材用原木の安定的確保に取

り組みながら､これまで首都圏で実施してきた「秋田
材展」を県木連単独事業として開催するとともに、住
宅のリフォームや木塀､デッキなど外構部での木材利
用や公共建築物・店舗や事務所といった非住宅分野で
木材利用に必要な情報収集活動の強化と県産材のPR活
動を展開していきます｡
とくに目玉事業として取り組むのは､秋田県素材流

通協同組合(素流協)との協定を通じて､10月ごろから
例年品薄で価格が高騰する3.65㍍造材の製材用原木の
確保に向けた事業。概ね60年生前後のスギ人工林で
3.65㍍の素材が30％以上は生産が期待される林分を確
保してそこから生産される3.65㍍材を年間1,000㎥､2
㍍、4㍍材も1,000㎥ほど買い付けるというものです｡
これは近い将来､やはり素流協と連携しておこなう｢木
材クラウド｣につながるものとして期待されています｡
目玉のもう一点は､県木連が単独事業としておこな

う｢県産製材品の輸出促進事業｣です｡既に前年度から
アメリカ向けのフェンス材としては1,700㎥､秋田港か
ら輸出した実績がありますが､今年度はフェンス材に
ピケット材などもアイテムに加えて､総量で3,000㎥ほ
どを輸出する計画としています。

7月31日、秋田市民文化会館において、令和2年度あ
きた木造建築塾の第１回目を開催しました。
この建築塾は、非住宅建築物の木造・木質化を推進

するため、森林資源、林業・木材産業、木造建築に関
して必要な事項を学び、地域の森林資源の有効活用に
つながるよう基本的な知識を共有し、実践に活かして
もらうことを目的に開催するものです。
第1回目は、県内の若手建築士等22名を対象に、木

材高度加工研究所の高田所長を講師にお招きし、「森
林資源と木材利用」をテーマに講義をいただきました。

○

講義では、木材を
使う理由を地球環
境・森林資源・林業
の観点から説明して
いただき、また、木
材利用として新たな
木質系材料について
紹介がありました。

この建築塾は、今年度は残り３回を含めて計4回の
開催を予定しております。






